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１ 研究の背景と目的 
都市はこれまで、成長と拡大を前提とした計画がなさ

れ、急速な都市化が進行してきた。しかし、これまでの

都市計画の限界が課題として顕在化してきており、成熟

段階に到達しつつある都市や地域において持続可能な社

会、すなわちサスティナブルコミュニティへの転換が求

められている。そこで本研究では、その地理条件により

周辺の影響を受けず、固有の資源や暮らし方や文化等に

より諸問題を独自に抑制・解決してきたと考えられる離

島地域を対象に、物理的な集落構成を分析することで、

地域づくりに関する知見を得ることを目的としている。 
２ 研究方法 
旧来の集落構成について、現代の視点で分析し評価す

ることで、今後日本の都市がどうあるべきかのヒントを

得たいことから、現代の視点の基壇となったと考えられ

る、近代に提唱された都市論で取り上げられた「空間構

成」の特徴、及び原則を整理する。次に、都市論から得

られた知見を基に、過去から現代までの対象離島におけ

る集落構成の変遷を分析することで、地域の空間構成に

関する有益な知見を得る。 
３ 近代都市論から読み取る空間的特徴、及び原則 
本研究では、1857 年から 1991 年の期間に提唱された

計 27 の都市論を研究対象とした(表１)。まずこれらの都
市論について「年代」「提唱」「提唱者」「空間的特徴、及

び原則」注１）「詳細」の５つの項目のもと整理した(表２)。
次に、単集計の結果として８件(５％)以上使用された選定
項目について表３に示す。この表から上位３項目である

「交通」「ゾーニング」 
「マネジメント」の 
合計は全体の約半数 
(49.5％)を占めてい 
ることがわかる。つ 
まり近代の都市や地 
域を読み解く上で、 
これらの空間的特徴、 
及び原則は注目すべ 
き事項と考えること 
ができる。 
 

４ 対象離島 
 既往研究１）において調査対象となった５つの離島注２）を

研究対象としているが、紙面の都合上、本報では東京都

御蔵島村注３）について考察を行う。御蔵島の概要を図１に

示す。 
５ 集落の変遷からみる形態特性評価 
 都市論より得られた「空間的特徴、及び原則」を元に、

現況の集落がどのような経緯を経て現在の状態に至った

のか把握する。以下に把握方法として３点示す。 
①過去の集落構成を把握する材料として、住宅地図・航

空写真・ヒアリング調査を利用する。 
②期間は【1970 年代－1990 年代－2000 年以降】注４）の三

つの年代を設定し、資料を収集した。 
③集落構成を把握する手段として、都市論で得られた空

間的特徴、及び原則が８件以上該当した表３の項目につ

いて考察を行う。ただし、「マネジメント」「規模」「都市

自足性」については、集落構成の変遷だけでは考察がで

きないため、対象から除いている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表３ 空間的特徴、及び原則によるまとめ 

 

 

 

          図１ 東京都御蔵島村概要 

  

 

 

表２ 都市論のまとめの例 

 

 

 

表１ 対象都市論一覧 
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［注釈］ 
注１）「空間的特徴、及び原則」は各都市論における都市の着眼点についての項目である。 
注２）大分県姫島村,広島県呉市情島,東京都御蔵島,長崎県小値賀町班島,大分県津久見市地無 
   垢島の５島。これらは既往研究１)おいて、全国の離島を「基本属性」「生活基盤」「産 
   業構造」の３つの指標を元に計 22のクラスターに分類した結果、その中でも日本の 
   離島の特徴を示す上で代表的なクラスターに属する離島である。 
注３）東京都御蔵島村は「孤立型離島×人口変動産業安定型離島」の類型に属しており１）、 
   その代表として抽出された。本土から遠く離れた中規模という地理的状況から孤島で 
   の自立傾向が強く、生活基盤は継続して進められており、人口・世帯数ともに増加傾 
   向にあることから離島の全国的なトレンドとは異なっている。また、自治体の財政力 
   も乏しいものの、一次産業から三次産業への移行によって財政的な自立性は確保して 
   いることから、自給自足の暮らしが根付いているとされている１）。 
注４）収集する資料の年代を’70‒’90‒’00とした理由は「1953年から 10年ごとに改正・延 
   長されてきた離島振興法を契機として、離島地域での基盤整備を中心とした事業が急 
   速に進行したのが’70‒’90年代であったこと」「人口のピークも 70年代に多く、その 
   後段階的に減少していったこと」である。 

［参考文献］ 
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模・基盤・産業・行政施策の経年変化にみる離島の構造特性と類型化－地方における自

律的地域運営・経営に関する研究－」 
２）李 東植,石山 修武：韓国農村の生活近代化の様相から見た集落形態の変容過程に関す 
  る研究（珍島の農村・上寓村の事例：1900~1993年）,日本建築学会計画系論文集 第 
  479号,p169-178,1996年 1月  

以上の方法によって作成した、各年代の集落構成図を

図２~４に示す。これらでは、集落構成を把握するため

に河川や道路に加え、住居施設、三次産業施設、一•二次

産業施設、公共施設、その他の建物用途ごとに色分けし

て表記している。また、御蔵島における集落構成の特徴

を表４にまとめる。 
６ 総括 
本研究では、近代都市論を元に対象離島の集落構成に

ついて把握した。しかし一方で、都市論から抽出された

空間的特徴、及び原則では説明できない集落構成もみら

れた。それは、“道と道とが重なる「辻」空間がオープ

ン・スペースとして利用される空間であること”、“集落

の山裾側に配置される傾向がある等、集落構成に少なか

らず影響を与えていたと考えられる信仰対象物を評価す

る空間的特徴、及び原則が存在しないこと”である。こ

れらの特徴は、御蔵島だけではなく他の対象離島におい

ても確認することができた。今後の展望として、都市論

の原則を元に得られた「空間構成の特徴」が、人々の営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みにどのような影響を与えているのか、主に地域の持続

性に深く関与する「社会関係資本」との関係性を明らか

にしていくことが重要であると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      図２ 1970年代集落構成図      

 

 

 

      図３ 1990年代集落構成図      

 

 

 

     図４ 2000年以降集落構成図      

 

 

 

表４ 御蔵島における集落構成の特徴 
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